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　10周年を機に昨年リニューアルした「いのちのたび博物館」は、
史上最大の翼竜ケツァルコアトルスなどが加わった1階のアース
モールや、恐竜ロボットのエンバイラマ館で恐竜の世界を身近に
体感することができます。
　こうした恐竜や昆虫の企画展が話題となる「いのちのたび博物
館」ですが、正式名称「北九州市立自然史・歴史博物館」の名前
が示すように、化石や鉱物、昆虫やカブトガニの標本や、縄文か
ら近代までの歴史など、さまざまな展示を楽しむことができます。
　当社はこれまでにも2007年夏に開催された「世界最大の翼竜
展」で翼竜が飛ぶ様子を再現したモーションディスプレイの製作
などで協力を行ってきました。

　1980年に当社の創業者である安川敬一郎の日記や古文書な
どが安川家から旧歴史博物館に、また2009年に伝来の書画など
が「いのちのたび博物館」に寄贈されました。2011年に、博物館
で「近代産業界の雄・安川家秘蔵のコレクション」展が開催され
ました。
　収蔵コレクションには、「伝雪舟の山水図」や「高島北海の掛軸」
などとともに、辛亥革命後に中国の孫文（孫中山）から安川敬一
郎に贈られた「世界平和」の扁額があります。
　世界史でも著名な孫文の活動を、当時の福岡や熊本、長崎など
九州の人々が支援していました。また、孫文自身も大正2年3月
に九州各地を訪れていました。北九州ではのべ2日間滞在し、明治
専門学校（現在の九州工業大学）で講演を行った後、安川敬一郎
邸に宿泊し、翌日には八幡製鐵所を視察しました。「世界平和」の
扁額は安川邸滞在時に揮毫したものです。
　北九州、福岡、荒尾とそれまで関係の深かった人々の自宅やお墓
を訪問している足どりを見ると、たいへん多くの九州の人たちが
辛亥革命までの孫文を支えていたことを感じとることができます。
　そうした繋がりの証しとして、「世界平和」の扁額が
博物館に収蔵されていることをとても誇らしく思います。

「いのちのたび博物館」 案内

所 在 地
開 館 時 間
休 館 日
観 覧 料
ホームページ

福岡県北九州市八幡東区東田2-4-1
9:00～ 17:00 (入館は16:30まで）
年末年始、毎年6月下旬頃
大人 500円（常設展：400円）
http://www.kmnh.jp/

＜当社にまつわる収蔵品＞

＜博物館の概要＞

恐竜の展示

安川邸での孫文と安川敬一郎

「世界平和」の扁額

（写真提供：「いのちのたび博物館」）
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2014年7月23日（水）～ 25日（金） 10時～ 17時
東京ビッグサイト　東1～ 3ホール
（一社）  日本能率協会（JMA）
メカトロニクス／エレクトロニクスおよび関連する
専門領域の最新技術と製品
http://www.jma.or.jp/tf/

「第32回モータ技術展」に出展

　メカトロニクス・エレクトロニクス分野の要素技術と製品を

発表する本展示会では、当社の最新製品を展示実演します。

電源高調波抑制と電源回生を1台で実現するマトリクスコン

バータU1000（4月販売開始）をはじめ、業界最高性能を誇る

ACサーボドライブΣ-7シリーズやマシンコントローラ
MP3300をご覧いただけます。

　また、同時開催の技術シンポジウムでは、当社技術者による

先端技術の動向や事例などの紹介を行います。

　ぜひ、東京ビックサイトにお越しください。

当社の見どころ

会 期
会 場
主 催 者
業 界

U R L

2014年7月30日 (水）～ 8月1日（金） 10:00～ 17:00 
東京ビッグサイト　西1、2ホール
（一社）太陽光発電協会
太陽電池を始め、装置・材料、システム・スマートネット
ワーク、施工関連など太陽光発電バリューチェーン
http://www.jpea.gr.jp/pvj2014/

「PVJapan 2014」に出展

　太陽光発電の総合イベントである本展示会では、太陽光

発電パワーコンディショナを出品します。当社従来の主力産業

用（10kW）後継機種のほか、一般住宅用途の小容量クラス

（4.5/5.8kW）を2機種（屋内／屋外）、また発売間近、話題の

超小形GaNパワコンをご覧いただけます。

　当社が得意とするパワー変換技術を存分に注いで開発した

製品の数々と、再生可能エネルギーへの当社の取り組みを

ご実感いただけます。

当社の見どころ

第20回TECHNO-FRONTIER 2014

■  お問い合せ先：  
　  モーションコントロール事業部 事業企画部　TEL 04-2962-5470
     インバータ事業部 事業推進部　TEL 0930-25-2548

　2014年4月23日から26日の4日間、

東京ビッグサイトにおいて｢2014国際

ウエルディングショー｣が開催されました。

当社は｢進化する実現力 - High Quality 

& Best Service -｣をテーマに出展し、

アーク溶接やスポット溶接、溶接サブ工程

の自動化などを中心に提案を行い、多く

の来場者の注目を集めました。

　今後も、溶接用途にとどまらず様々な

用途で進化しつづける当社のロボットに

ご期待ください。

「2014国際ウエルディングショー」出展報告

小間番号：3D-301

小間番号： P2-003

■ お問い合せ先： インバータ事業部 環境エネルギー機器事業統括部 推進部 TEL 0930-23-5079

■ 技術シンポジウム（第34回モータ技術シンポジウム）

技術シンポジウムは参加申込みが必要となります。　詳しくは
ウェブサイトを参照ください。  http://www.jma.or.jp/tf/sym/

7月23日（水）
7月24日（木）

PWMコンバータ・マトリクスコンバータの高調波対策
可変界磁モータ

日 程 テ ー マ

■ お問い合せ先:  ロボット事業部 グローバルマーケティング部  TEL: 093-645-7703

・スパッタ発生量を極限まで削減したEAGL
工法を適用したロボットパッケージ
・シミュレーションソフトウェア及びレーザセンサ
を活用したティーチングレス溶接システム
（新形ロボットによる厚板溶接を例にした実演）

・高密度配置された新形スポット溶接ロボット4台
と新形ロボットコントローラにより、省スペース
で生産性の高い溶接システムの構築を提案。

・3Dビジョンによるピッキングシステムで溶接
サブ工程における人手作業の自動化を提案。

アーク溶接

スポット溶接

溶接サブ工程

安川電機 &ミュージアム
当社は2015年に創立100周年を迎えます。これを記念し、新しい連載として
当社の歴史や製品にまつわる収蔵品がある博物館を紹介していきます。
初回は、当社本社所在地北九州市にある「いのちのたび博物館」です。

いのちのたび博物館
第1回

いのちのたび博物館外観


